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町の人口と世帯数

|謙l篝人口

世帯数3,691

(S51.5.31現在）
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日
本
善
行
会
（
東
竜
太
郎
会
艮
）
で

は
毎
年
、
地
域
社
会
の
発
腱
に
協
力
し

て
い
る
宵
少
年
を
対
象
に
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
、
環
境
美
化
部

門
で
喜
良
市
子
供
会
連
合
会
（
田
中
良

仁
会
長
・
金
木
南
中
三
年
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

喜
良
市
子
供
会
連
合
会
は
昭
和
四
十

年
四
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
小
学
生
百

二
十
人
、
中
学
生
三
十
人
、
高
校
生
十

人
を
主
体
に
、
「
悲
し
い
こ
と
の
な
い

明
る
い
み
ん
な
の
町
づ
く
り
」
の
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
め
ざ
し
て
活
跡
し
て
い

ま
す
。
会
で
は
、
町
内
の
道
路
・
公
共

環
境
美
化
運
動
で全
国
表
彰

喜
良
市
子
供
会
連
合
会

施
没
の
淌
掃
、
交
通
安
全
の
た
め
の
法

令
識
習
会
、
少
年
交
通
指
導
隊
の
結
成

ま
た
非
行
・
水
死
蛎
故
防
止
の
カ
ベ
新

聞
や
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。し
か
も
、
喜
良
市
小
学
校
校
庭
で
は

地
区
の
お
と
な
た
ち
も
参
加
し
て
の
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
雪
上
運
動
会
・
た
こ

あ
げ
大
会
な
ど
、
親
ぽ
く
の
場
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
会
の
融
和
は
ま
す

ま
す
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
か
ら
子
供
た
ち
の
非
行

は
な
く
な
り
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

町
の
た
め
に
ど
う
ぞ
ノ
．

〃
町
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
〃

と
、
縞
田
元
信
（
有
限
会
社
「
ふ
ぐ
だ

」
社
長
）
さ
ん
は
、
役
場
へ
現
金
三
十

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
福
田
さ
ん

は
、
昨
年
も
三
十
万
円
寄
付
さ
れ
、
そ

の
他
大
時
計
な
ど
寄
贈
を
行
っ
て
お
り

町
で
も
福
田
さ
ん
の
善
意
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ん
は
、
金
木
小
学
校
に
ピ
ア
ノ
を
寄
附

し
ま
し
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
は
百
万
円
も

す
る
も
の
で
、
音
楽
の
授
業
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ど
も
た
ち
の
元
気

な
う
た
ご
え
に
新
舶
の
ピ
ア
ノ
も
音
が

き
え
て
し
ま
い
そ
う
。

志
蓉
凝
露
誌
埜

ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

蕃
察
料
で
も
六
十
日
作
戦
を
腱
開
し

取
締
り
の
強
化
に
あ
た
る
な
ど
し
て
も

交
通
事
故
の
絶
え
な
い
昨
今
、
金
木
町

商
工
会
青
年
部
で
は
、
歩
行
者
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
と
、
横
断
旗
入
れ
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

こ
の
横
断
旗
入
れ
は
緑
の
お
ば
さ
ん

と
小
学
生
の
顔
が
つ
い
た
家
庭
的
な
も

の
で
、
各
学
校
前
や
商
店
街
な
ど
町
内

十
五
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
ピ
ア
ノ
で

黄
色
の
旗
で
〃
横
断
中
″

祥
吐
鋤
辱
鐘
岬
一
ゞ
吃
・
か
棚

届

f
〈

（
k

〈
〈

灘

さと

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
や
身
近
な
方
で

家
出
後
消
息
不
明
の
方
、
突
然
所
在
が

不
明
に
な
っ
た
方
、
出
張
や
出
稼
ぎ
に

出
た
ま
ま
ゆ
く
え
が
わ
か
ら
な
い
方
は

あ
り
ま
せ
ん
か
・

青
森
県
で
は
昭
和
三
十
八
年
か
ら
五

十
年
ま
で
八
百
三
十
人
、
全
国
で
は
十

二
万
六
百
四
十
人
の
方
が
家
出
等
に
よ

っ
て
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
雌
内
で
死
亡
し
、
身
元
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
無
縁
墓
地
に
眠
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
二
百
七
十
五
体
、
全
脚
で
二
万

四
千
五
百
四
十
七
体
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
「
ゆ
く
え
不

一 ゆ
く
え
不
明
者
相
談
所
の
開
設

’
８
月
は
身
元
確
認
強
調
月
間
Ｉ

福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

却
蔀
郵
諺
華
癖
封
麺
鋤
時
権
読
隷
峰
唖
一

か
た
が
た
に
身
元
を
確
認
し
て
も
ら
う
函

た
め
、
八
月
中
、
県
下
二
十
警
察
署
に
梱

相
談
所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
の
相
淡
一
恥

を
う
け
、
全
国
的
な
洲
査
を
い
た
し
ま
”

す
。
家
族
や
知
人
な
ど
の
こ
と
で
心
配
さ
岬

れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談
下
さ
岬

い
。
な
お
、
相
談
に
お
い
で
の
時
に
、
岬一

家
出
さ
れ
た
方
の
写
真
や
家
出
後
の
手

紙
等
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
下
さ
れ
ば
、
発
見
に
大
変
役
立
ち
ま

す
。

金
木
町
役
場
で
は
、
町
内
の
み
な
さ

ん
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

福
祉
バ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。
乗
車
人

員
は
五
十
八
名
（
定
員
）
で
、
福
祉
関

係
に
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
利
用
す
る
と
き
に
は
、
利
用

日
前
七
日
ま
で
に
、
利
用
願
を
提
出
し

て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

乗
車
人
員
二
十
名
未
満
や
利
用
Ｈ
が
三

日
以
上
継
続
さ
れ
る
場
合
又
は
土
、
日

暇
日
は
利
用
で
き
な
い
な
ど
、
バ
ス
利

用
の
規
則
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い

こ
と
は
民
生
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

■碑11隈ﾛ』 ､I

､
』I
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〈
診
察
日
〉

岐
近
、
せ
っ
か
く
病
院
に
来
ら
れ
て

も
、
担
当
科
の
休
診
Ⅱ
に
あ
た
っ
た
り

回
診
中
な
ど
の
た
め
に
診
て
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、
又
長
い
時
間
待
た
さ
れ
て

い
る
忠
者
さ
ん
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た

が
、
各
科
の
診
療
状
況
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
内
科
（
医
師
三
人
）

外
科
（
医
師
三
人
）

産
婦
人
科
（
医
師
一
人
）

毎
Ｈ
診
療
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
午

後
に
な
る
と
手
術
や
入
院
忠
者
の
回
診

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
急
患

以
外
午
前
中
に
お
出
で
下
さ
い
。

●
小
児
科

毎
週
月
水
金
の
三
日
、
大
学
か
ら
先

生
が
来
て
お
り
、
そ
の
他
の
Ｈ
に
つ
い

て
は
内
科
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
整
形
外
科

毎
週
水
土
の
二
ｕ
診
療
を
し
て
い
ま

す
。〈

産
婦
人
科
〉

大
学
で
の
研
究
の
た
め
週
二
日
休
診

し
て
い
ま
し
た
が
、
医
師
の
研
究
期
間

も
終
り
、
四
月
か
ら
毎
日
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
立
派
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む

た
め
の
健
康
相
談
や
健
全
な
家
族
櫛
成

な
ど
、
専
門
医
や
受
胎
凋
節
指
導
貝
か

ら
充
分
な
指
導
を
受
け
て
下
さ
い
。

〈
交
通
事
故
の
医
療
受
に
つ
い
て
〉

な
が
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
冬
か
ら
よ

う
や
く
解
放
さ
れ
、
の
び
の
び
と
活
動

で
き
る
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た

〃
希
望
と
友
愛
の
祭
典
″
第
十
三
回

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

第
三
十
二
回
川
民
体
育
大
会
に
引
続
い

て
青
森
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
身
体
障
祥
者
が
自
ら
の
障

害
を
克
服
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
明
日

へ
の
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
る
こ
の

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

青
森
県
在
住
者
お
よ
び
県
外
の
奇
森

児
出
身
者
で
、
作
品
は
自
作
未
発
表
の

も
の
に
限
る
。

〈
応
募
方
法
〉

表
現
は
、
簡
潔
に
階
蒋
で
明
記
す
る

こ
と
。
作
品
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に

一
点
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
・
学
年
を

措
番
で
記
入
す
る
。
（
県
外
在
住
者
は

が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
例
年
交
通
邪
故

も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
で
は
家
族

や
親
戚
の
な
か
で
一
度
も
鞭
故
に
あ
っ

て
い
な
い
と
い
う
家
族
は
ま
れ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

〈
第
唱
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〉

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を募
集

出
身
地
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

〈
応
募
締
切
り
〉

昭
和
副
年
７
月
皿
日（
当
Ⅱ
消
印
有
効
）

〈
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

青
森
市
是
勘
一
丁
目
一
番
一
号
青

森
県
庁
内
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
準
伽
室
（
〒
剛
）

く
ぼ
う
賞
〉

特
選
（
五
万
円
）
‐
‐
。
，
，
’
一
点

入
選
（
三
万
円
）
‐
’
’
’
’
’
二
点

佳
作
（
五
千
円
）
‐
，
‐
，
・
二
点

〈
発
表
〉

八
月
下
旬
ま
で
本
人
あ
て
に
通
知
し

ま
す
。な
お
、
著
作
権
は
大
会
主
催
者
に
雌

属
す
る
も
の
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
交
通
聯
故
の
医
療
饗
は

普
通
の
場
合
よ
り
五
割
も
商
く
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
支
払
い
も
大
変
で
す
。
病

院
で
は
、
こ
う
い
う
忠
者
一
人
に
つ
き

百
万
円
（
自
賠
資
保
障
額
）
ま
で
は
本

人
か
ら
負
担
金
を
と
ら
ず
診
療
を
行
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
支
払
い
に
陥
っ
て

い
る
方
は
遠
慮
な
く
医
事
裸
に
ご
相
談

下
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
成
立
し
、
六
月
十
五
Ｈ
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

幡
姻
の
と
き
氏
を
改
め
た
人
は
、
離
嬬

を
し
て
も
離
婚
後
三
力
〃
以
内
に
戸
鯖

法
の
定
め
る
屈
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中

に
称
し
て
い
た
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ヵ
月
以

内
即
ち
本
年
三
月
十
五
日
以
降
に
離
婚

し
た
人
で
既
に
蛎
姻
前
の
氏
に
も
ど
っ

て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十
五
日
ま
で

六
〃
三
十
Ⅱ
現
在
で
次
の
よ
う
な
覗

惰
の
た
め
、
本
年
分
の
所
得
を
見
祇
っ

て
計
算
し
た
税
額
が
、
予
定
納
税
艦
準

額
二
年
分
）
よ
り
少
な
く
な
る
と
兄

込
ま
れ
る
と
き
は
、
七
〃
十
五
Ｈ
ま
で

に
予
定
納
税
額
の
減
額
申
謂
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
廃
業
、
休
業
、
業
況
不
振
な
ど
で
所

得
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と
き
、

②
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
や
盗
難

横
領
な
ど
で
財
産
に
拙
祥
を
受
け
た
と

坐
弍
亘
、
③
結
婚
や
子
供
が
生
ま
れ
て
扶
養
家
族

が
ふ
え
た
と
き
、

税
務
署
に
「
減
額
承
認
申
諦
番
」
を
出

し
ま
す
と
、
予
定
納
税
額
が
減
っ
た
り

あ
る
い
は
納
め
な
く
て
も
済
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
続
な
ど
詳
し
く
は
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

予
定
納
税
は

減
額
で
き
る

離
婚
後
も
婚
姻
中
の

氏
（
姓
）
が
名
の
れ
ま
す

_一

郵
便
肋
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月

二
十
三
Ｎ
以
前
に
お
預
け
に
な
っ
た
定

額
貯
金
の
利
恩
が
有
利
に
な
る
手
続
き

（
③
の
手
続
き
）
を
お
取
扱
い
し
て
い

ま
す
。こ
の
取
扱
い
は
昭
和
五
十
二
年
一
凡

十
三
Ｈ
ま
で
で
す
の
で
、
ま
だ
お
済
み

で
な
い
方
は
お
手
も
と
の
定
額
貯
金
征

井
の
Ⅱ
付
を
お
確
か
め
の
う
え
貯
金
証

稗
を
お
近
く
の
郵
便
肋
の
窓
口
ま
で
お

持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
郵
便
肋
で
貯
金
証

神
に
「
②
」
の
表
示
を
い
た
し
ま
す
。

※
割
墹
金
付
定
額
貯
金
は
こ
の
お
取
扱

い
の
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
郵
便
脳
の
窓
い
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

に
服
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て

い
た
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
法
務
肋
戸
籍
裸
・
町

民
裸
戸
籍
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

一
、
五
○
○
部
の
限
定
版
一

一
部
三
千
五
百
円

電
話
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
｜

〒
Ｅ
Ｌ
○
一
七
三
五
目
一
二
二
）
一

詳
し
く
は
企
画
室
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。
一

定
額
貯
金
証
書
を

お
確
か
め
下
さ
い

金
木
郷
士
史

予
約
受
付
中

Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

首1口TⅡT
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本
雌
の
交
通
琳
故
は
、
昭
和
四
十
六

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
年
々
減
少
の
伽
向

に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
醤
さ
に
む
か
う

た
め
交
汕
那
故
の
激
珊
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
交
通
聯
故
の
防
止
に
蚊
大

の
努
力
を
す
る
と
共
に
、
交
通
躯
故
に

あ
わ
れ
た
県
民
被
辨
者
を
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
二
年
七
川
か
ら
交
通
那

故
祁
談
所
（
現
在
蠅
庁
本
鮪
五
階
）
を

投
陵
し
、
専
任
の
扣
淡
貝
と
瓢
間
弁
護

士
を
配
慨
し
、
休
日
を
除
く
毎
側
午
前

九
時
か
ら
午
後
川
時
ま
で
、
抓
稗
賠
償

問
題
等
一
切
の
交
通
邪
故
の
指
問
題
に

つ
い
て
無
料
で
相
淡
に
応
じ
て
い
ま
す

ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
県
八
戸
合
同

庁
舎
福
祉
覗
務
所
内
に
八
戸
支
所
を
役

け
、
他
に
多
く
の
市
町
で
定
例
の
移
動

巡
回
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
域
的

に
き
め
細
か
な
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

県
相
談
所
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通

塀
故
に
あ
っ
た
場
合
、
示
談
屋
の
よ
う

な
第
三
者
に
だ
ま
さ
れ
た
り
、
加
害
者

県
交
通
事
故
相
談
所
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

-鍔暴平一家零
態氷んさ‘，森上と呂志

に
圧
迫
さ
れ
、
泣
き
湛
入
り
し
な
い
よ

う
に
示
談
前
に
早
め
に
気
軽
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

（
５
月
届
出
分
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
間
山
里
（
太
一
長
女
）
金
木

角
田
潤
弥
（
政
輝
握
男
）
金
木

佐
々
木
孝
弘
（
滴
広
長
男
）
喜
良
市

沢
田
い
づ
み
（
浦
澄
握
女
）
金
木

白
川
文
悟
（
文
明
畳
男
）
金
木

鴫
海
広
一
（
男
良
男
）
嘉
瀬

中
谷
里
子
（
兼
治
踵
女
）
川
倉

■■■

？

大
橋
友
見
（
信
夫
２
女
）
喜
良
市

山
中
絵
理
子
（
功
２
女
）
嘉
瀬

白
瀬
公
美
子
（
幸
一
長
女
）
金
木

阿
部
百
合
花
（
定
栄
長
女
）
嘉
瀬

外
崎
奈
央
（
弘
長
女
）
嘉
瀬

泉
谷
貢
司
（
幸
衛
長
男
）
川
倉

外
崎
紀
子
（
和
弘
３
女
）
藤
枝

内
川
み
ゆ
き
（
寛
災
女
）
川
倉

今
雅
央
（
義
則
長
男
）
喜
良
市

津
川
智
美
（
宅
盛
装
女
）
嘉
瀬

内
海
さ
お
り
（
勝
秋
促
女
）
嘉
瀬

而
柵
浩
樹
（
強
災
男
）
嘉
瀬

、
川
由
香
（
柾
不
美
長
女
）
金
木

沢
Ⅲ
忠
利
子
（
茂
春
長
女
）
嘉
瀬

川
Ⅱ
睦
美
（
稔
２
女
）
蒔
田

内
川
香
澄
（
一
仁
長
女
）
金
木

角
田
裕
美
（
秀
雄
長
女
）
金
木

三
浦
麻
也
子
（
鉄
夫
長
女
）
金
木

小
林
真
樹
子
（
輝
美
長
女
）
金
木

大
橘
ひ
ろ
み
（
藤
－
７
】
男
）
喜
良
市

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
諏
蝿
力
壼
読
窪
津
郎
墨
錨
一
奉
癖

（
畔
需
醜
誕
一
》
姉
窪
傘
一
》
潅
啼

（
峠
叩
癖
轟
一
睦
蕊
鐸
塞
錘
祥

撰瞥さ

（
雌
酔
幸
稚
一
霊
蝿
墨
錘
一
華
前
蒜

（
騨
輌
都
唖
芒
一
雑
窪
蔵
翠
筆
一
噸
柏
銅

へ
米
谷
祥
治
（
国
男
２
男
）
金
木

〆
川
村
美
恵
（
正
次
３
女
）
弘
前
市

（
縄
リ
箒
躍
蕊
溺
鰊

ヘ
今
泉
哲
雄
（
国
次
郎
２
男
）
栃
木
県

一
相
馬
ユ
リ
子
（
重
一
４
女
）
金
木

（
鰡
饗
零
鋤
忘
驍

（
叩
吐
罐
↑
一
蘂
幟
韮
錘
一
癖
森
岬

（
梱
岬
か
ち
銅
一
棒
誰
恥
趨
一
癖
榊
啼

（
鋸
》
い
つ
客
一
睡
認
郎
鐸
銅
一
稚
垣
締

へ
吉
本
弘
法
（
安
雄
長
男
）
熊
本
県

一
山
中
友
子
（
文
長
４
女
）
嘉
瀬

へ
平
山
清
春
（
情
三
郎
２
男
）
中
里
町

一
丹
場
照
枝
（
金
作
４
女
）
金
木

（
譲
恵
美
童
嶬
篭
姦
謁

愈
緑
緬
認
記
一
虐
塞
睾
塞
識
癖

（
祁
酔
謎
謎
一
錘
鑑
識
率
蘂
鑑
崎
縣

（
鎬
崎
由
筆
巷
一
坤
圭
郎
窪
蘂
》
京
櫛

（
癖
岻
銅
稚
一
》
霊
躯
筆
率
田
啼

（
坤
砺
咋
蕪
一
啼
唾
郎
程
傘
一
率
所
祷

（
酔
叩
紀
率
悸
一
率
睦
助
錘
率
一
唾
里
琳

（
蒲
郡
》
簔
一
翫
稚
“
墾
一
》
岡
緬

（
誰
辮
酎
堯
霊
轌
鐸
鍵
一
鐸
島
癖

』

（
ユ
嘩
勢
津
識
一
鉦
差
率
趨
一
誌
森
赫

（
珪
郵
幸
韮
一
錨
錘
率
鍵
一
罐
搾
端

（
輻
剛
率
薙
一
政
麺
墨
錘
一
》
重
稗

（
蕊
繁
一
愛
‐
垂
雑
へ
群

（
埜
剛
“
垂
一
龍
訟
次
郷
垂
認
琴
中
罐

（
鍼
雁
嘩
誹
一
症
訟
銅
翠
趨
一
計
泊
報

へ
白
川
隆
雄
（
武
智
男
４
男
）
蒔
田

一
井
上
京
子
（
与
作
３
女
）
静
岡
県

（
癖
唾
轆
張
一
唾
諏
鐸
傘
一
菫
戸
砿

（
癖
畔
哩
謹
一
橲
鋸
輌
型
錘
一
麺
所
称

（
識
順
疹
諦
一
鑑
識
美
窪
鐘
一
報
田
輌

ヘ
尾
野
兼
三
（
兼
作
長
男
）
稲
垣
村

〆
川
島
サ
ダ
子
（
栄
太
郎
５
女
）
金
木

（
識
郡
癖
葎
一
癖
》
率
筆
一
鑑
上
補

（
蓉
馳
知
稚
一
捧
封
率
鍔
一
癖
岡
躰

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

長
尾
り
よ
（
刃
才
）
金
木

田
中
三
之
助
（
鎚
才
）
蒔
田

田
中
マ
チ
ョ
（
釦
才
）
川
倉

沢
田
タ
マ
（
師
才
）
金
木

鳴
海
カ
ョ
（
銘
才
）
嘉
瀬
少

野
戸
谷
孫
一
（
灯
才
）
嘉
瀬

岡
田
伝
七
（
鮨
才
）
喜
良
市

山
田
つ
な
（
踊
才
）
金
木

今
兵
四
郎
（
鍋
才
）
嘉
瀬

対
馬
与
市
郎
（
副
才
）
川
倉

高
橋
松
太
郎
（
卵
才
）
喜
良
市

松
坂
二
三
男
（
“
才
）
金
木

三
上
み
つ
ゑ
（
鈍
才
）
金
木

T■ Ⅱ，叩
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